




本年度の研究は、口蓋裂患者の口腔機能に関するものとして、ひとつに顎運動の問題と言

語治療をとりあげた。また形態学的問題としては、口蓋裂患者の先天的歯数の異常、その

両親にみられる顎顔面形態の特徴について検索し、治療面に関する研究としては、難易判

別の基礎調査を開始した。 


